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【参加レポート】

今回の研修に参加し、これまで漠然としていた
金投資について具体的なイメージを持つことがで
きました。

特に印象的だったのは、金が世界共通の価値を
持つ資産であるという点や、各国の動きが価格に
影響しているという説明で、これまで点で見てい
た情報が線でつながったように感じました。

また、いきなり大きな金額を投資するのではな
く、積立などを活用して無理なく始められるとい
う点も安心材料になりました。

今後の資産形成の一つの選択肢として前向き
に検討していきたいと思います。

鵜狩圭史会員

今回の研修会は、「はじめての金投資」をテーマに開催し、28名
（会員19名・ビジター 9名）の皆様にご参加いただきました。

本研修では、インフレやドル離れといった現在の経済環境を背
景に、資産防衛の手段として注目される金について、基礎知識か
ら市場動向、メリット・デメリット、実践時のポイントまで幅広く解
説が行われました。

特に、中央銀行による金の購入増加や世界的な金融不安の中で
の金の役割については、参加者の関心も高く、理解を深める内容
となりました。また、積立投資やETFなど初心者でも取り組みや
すい手法についても具体的に紹介され、実務に活かせる有意義な
研修となりました。

参加者からは「非常に分かりやすい」「今後の資産運用の参考に
なった」といった声が多く寄せられ、満足度の高い研修となりま
した。今後も時代の変化に即したテーマで、継続的に研修
を実施してまいります。

星野泰弘研修委員長
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変化する経済環境を見据えた変化する経済環境を見据えた
資産防衛の学び資産防衛の学び

令和７年度第２回経営研修会　令和８年３月７日㈯  	於：ホテルグリーンタワー幕張
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＜会員企業訪問＞

西田文恵親睦委員長

＜会員企業訪問＞

月星会では、毎年秋の恒例行事として、研修親睦旅行を
実施しております。

１週間前にルミエールのワインやワイナリーに関する講
義をいただいたこともあり、興味深く参加された方もい
らっしゃいました。

11月29日は素晴らしい天気に恵まれ、絶好の行楽日和
となりました。

この時期は師走を前にさまざまな行事と重なるため、や
むを得ず参加人数は14名と少なく、残念ではありましたが、
その分バスではゆったりと座ることができ、贅沢な時間と
空間を過ごすことができました。

また、臼井正一先生がご多忙の中、朝早くわざわざバス
の見送りに来てくださり、大変うれしく思いました。

バスの中では、それぞれ自己紹介を行った後、用意した
クイズで盛り上がり、終始和やかでフレンドリーな雰囲気
の中、過ごすことができました。

まずは山梨県立美術館を訪れ、ミレーの作品を
中心に鑑賞し、日常から離れて素晴らしい芸術に
浸りました。続いて、同じ敷地内にあるユニバー
サルカフェ＆レストランCOLEREにて食事を楽
しみました。

その後、ルミエールワイナリーを見学し、試飲
を楽しみながらそれぞれお土産を購入し、ほろ酔
い気分で千葉へ戻ってまいりました。

無事に何事もなく帰着できたこと、天候にも恵
まれたこと、そして皆様に楽しんでいただけたこ
とで、親睦を深めることができた有意義な一日と
なりました。

第１回研修親睦旅行　　令和７年11月29日（土）	　山梨県立美術館とルミエールワイナリーへの旅

自社農園で取り残された
ワイン用のぶどうを頂く。

西田委員長手作りの
旅のしおり。

常設展示のジャン・フランソワ・ミレーなどの絵画のほか、企画展の開催なども
開催されています。県展の室の高さに驚きました。

国の登録有形文化財である石蔵発酵槽と地下セラーを見学しました。

ワインの奥深さとワインの奥深さと美術の造詣を深めた美術の造詣を深めた山梨の旅山梨の旅
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永田：本日はお忙しいなかお集まりいただき、あり

がとうございます。

岩田：今日はざっくばらんな感じでやりましょう！

永田：はい。では、今年度は多くの新入会員を迎え

る一方で、発足当初の会員がご逝去されたりと、月

星会も大きな転換期を迎えています。そこで、月星

会発足当初を知る3名の方にお集まりいただきまし

た。まず、月星会の発足の経緯を教えていただけま

すか？

嶋田：最初は、鶴川さん（初代会長の鶴川光一氏）と

内藤さん（元副幹事長の

内藤佳實氏）の二人が、

会の設立の準備を進めて

いたんだよね。内藤と一

緒に臼井日出男先生を地

元だけの少数で応援して

やっていこうと。それか

ら集まったのは10社ぐ

らいじゃなかったかな。その時はまだ月星会という

名前もついていなくてね。そして1988年に集まっ

て、臼井先生の家紋である月星をつけてスタートし

たんだよ。

岩田：嶋田さんと内藤さん、鶴川さんとで、そんな

前から動きがあったなんて全然知らなかったよ。

藤原：私もいま聞いて初めて知った。

嶋田：内藤さんがメインで動いていて、鶴川さんを

頭にしてやろうと。内藤さんが会社の仕事も犠牲に

するほどの勢いで進めていて。私も毎日仕事が終わっ

たら鶴川さんの会社の２階に集まって月星会の構想

を練っていたんだよ。でもその準備期間の話は誰も

知らないと思うよ。

藤原：なんで鶴川さんと内藤さんの二人が会を作ろ

うと思ったのか知ってますか？

嶋田：はっきり聞いたことはないけど、スタートは

鶴川さんが内藤さんを動かしたんじゃないかな。鶴

川さんは千葉県中小企業家同友会の理事をやってい

て、内藤さんは千葉中央支部長で、その関係で仲が

良かったことから力になったのだと思うよ。

藤原：私が月星会に関わったきっかけは、内藤さん

～初期メンバー座談会～

新入会員に伝えたい　月星会の原点
月星会はまもなく35周年を迎えます。臼井日出男氏を支援する会として発足した月星会は、
一昨年、臼井正一氏も支援する会へと発展し、今年度は阪本美香会長の旗振りのもと、新入会
員も大幅に増加しました。
新入会員が増えている一方で、発足当時のメンバーの高齢化が進む今、あらためて月星会の
立ち上げ期を振り返り、その想いや歩みを語っていただこうと、初期メンバーの皆さまにお集
まりいただき座談会を開催しました。最近入会された会員の皆さまにも、月星会がどのような
経緯で現在の形へと発展してきたのかを知っていただき、より一層の愛着を持っていただけれ
ば幸いです。

座談会参加者

チャーターメンバー　相談役	 岩田被服　岩田 代三氏
チャーターメンバー　	 しまでん　嶋田 捷秀氏
チャーターメンバー　相談役	 藤原 勝己氏

　　　　　　（聞き手）	広報委員長　永田 洋子 　

<つきぼしMEMO①>

月星会は千葉県中小企業家同友会の有志が集まり、

臼井日出男先生を軸に「うすい同友会」として不定期

な懇親会を開催していたのが始まりです。

その後、「うすい月星会」が1988年（平成元年）に立ち

上がり、1991年（平成3年）に「新生うすい月星会」と

して再出発し、2001年（平成13年）に「月星会」へと

改称されました。



4

から声を掛けられたからで。前身である「うすい同友

会」は知らなかったけど、内藤さんとは同友会の支部

長同士で、そして青年会議所の先輩だった臼井先生

のことも知って

いたから協力し

ようとなったん

だよ。その内藤

さんは昨年12月

に病で亡くなっ

たけど、「新生う

すい月星会」の

立役者だったね。

嶋田：内藤さんがいなかったら、月星会は無かった

と思うね。亡くなって思い出すと、内藤さんは、仕

事を投げうってでも月星会のことをやってきた人

だった。そして会を良くするアイデアを思い付くと

夜でもしょっちゅう電話がかかってきて閉口したね

（苦笑い）。ただ、本人は影の存在で、縁の下の力持

ちで動いていた人だったな。

岩田：内藤さんからは私

のところにも3日に一遍

くらい電話がかかってき

て、よくこき使われたも

んですよ（笑）。良い想い

出も悪い想い出もいっぱ

いあるよ。

永田：内藤佳實さんが今の月星会の影の立役者だっ

たんですね。では、発足当初のメンバーの方々は、

どういう想いで月星会を立ち上げたのでしょうか？

藤原：発足当初は、「なんとしても臼井日出男代議士

を応援して、会員のプラスに

なる会を立ち上げよう」とい

う気持ちでしたね。そして、

臼井家には迷惑を掛けないこ

とを基本的な理念として持っ

ていました。そして、一般的

に政治家の会は永く続かない

ことが多いので、それを肝に銘じて永続する会を目

指すようにしていましたね。

嶋田：スタート時点は選挙目的じゃなくて、臼井先

生に顧問として来てもらって、経営者が勉強をしま

しょう、という会だった。その後、臼井先生が選挙

に落選したことがあって、そこから一気に選挙を応

援する、という流れになったよね。

藤原：臼井先生には政治的な後援会もあったけど、

そうした会から見たら、初めは月星会は相手にして

もらえないような集まりだった。少しでも集票で協

力・支援できれば、という思いで選挙の応援をやる

ようになった。臼井先生に当選していただくことで、

国政の情報を伝えていただき、それを自分たちの経

営に生かしながら、共存共栄を図りたい――そのよ

うな思いで会の活動を続けてきました。

永田：35年を迎える月星会ですが、今後、ますます

会が発展していくには会員はどうしたらいいでしょ

うか。

嶋田：この記事を読んで月星会の原点を参考にして

もらって、会員企業間の情報交換、経営、政治、経

済の勉強をより深めて、月星会の名に恥じないよう

な会員になって欲しいですね。

岩田：新しい会員が増えてくれるのは嬉しいね。で

も、名前が覚えられないから新しい名簿が欲しいな。

夕食例会や経営研修会は、広く一般の会員が参加で

きるよう、経営に役立つ企画でやって欲しいね。

藤原：嶋田さん、岩田さんの言われることはもっと

もですが、新入会員さんといえども、立派に会社経

営をされている会員さんの入会が多いなかで、月星

会を理解していただくためにはお互いにリスペクト

しあえる温かい雰囲気の例会や行事などを用意して

参加していただくことが必要ではないでしょうか。

結果として、各々が知り合い、学び合うことになっ

て会も良くなると思います。

永田：本日は貴重なお話しをありがとうございまし

た。

<つきぼしMEMO②>

1988年に10社ほどでスタートした「うすい月星会」

ですが、1991年に「新生うすい月星会」が立ち上が

り、そこから数えて今年で35周年となります。
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12月例会は冒頭の会長挨
拶、臼井正一参議院議員挨
拶の後、４名の新入会員入
会式を行い、続けて名刺交
換タイムを設けて会員相互
の交流を促しました。

続いての望年例会は『オ
フコース小田和正のトリ
ビュートボーカル』として
テレビ等でも活躍中の『鎮
目政宏』さんをお迎えし
て、往年のオフコースの名
曲を中心にお楽しみ頂きま
した。

12月度望年例会　令和７年12月17日㈭　ホテルグリーンタワー幕張

例会委員会報告

JAZZの調べとともに華やぐ 新春の集いJAZZの調べとともに華やぐ 新春の集い
＜会員企業訪問＞

令和８年１月24日㈯、恒例の新春の集いを開催いた
しました。

本年は「JAZZ演奏とともに華やかに新年を祝うひと
とき」をテーマに掲げ、会員38名、ビジター 29名と、
多数の皆様にご参加いただき、盛会のうちに執り行う
ことができました。

当日は、阪本会長の
開会のあいさつに始ま
り、臼井先生よりご祝
辞を賜り、その後、乾
杯へと進行いたしまし
た。終始、和やかで格
調ある雰囲気の中、参
加者同士の親睦が深め
られました。

ア ト ラ ク シ ョ ン で
は、岩渕尚亮様ならび
に 日 系 ハ ワ イ ア ン の

令和８年新春の集い・賀詞交歓会報告　　令和８年１月24日（土）	 於：ホテルグリーンタワー幕張

澄み渡る美声のボーカル・ギターのステージに参
加者全員がノリノリのステージとなり、令和７年の
フィナーレを飾る華やかな望年例会となりました。

食事は会席ミニコース料理、飲み放題でした。
参加者は会員28名ビジター８名、合計36名　ア

トラクション出演者３名でした。

パトリック・キング様をお迎えし、「Piano Man」「We 
Are The World」「Let It Be」「Change the World」
「I.G.Y.」ほか、リクエスト曲を交えた演奏をご披露い
ただきました。心躍るJAZZの調べに包まれながら、参
加者一同、新年の幕開けを華やかに祝うひとと
きとなりました。 西田文恵親睦委員長
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会員異動　新入会員

４４月〜月〜６６月のスケジュール月のスケジュール
4/16㈭ 夕食例会 18:00〜   ホテルグリーンタワー幕張  

	 参加費 会員3,000円  ビジター 3,500円

5/13㈬ 役員会	　18:30〜　千葉市生涯学習センター

5/21㈭ 夕食例会 18:00〜   ホテルグリーンタワー幕張  
	 参加費 会員3,000円  ビジター 3,500円

6/6
㈯

令和８年度 月星会定時総会
受 付　17時30分　開会 18時00分

会場   ホテルグリーンタワー幕張
第１部　特別講演会　講師　神谷俊一千葉市長
第２部　令和８年度 月星会定時総会
第３部　懇親会 　◆参加費　会員無料

6/10㈬ 役員会	　18:30〜　千葉市生涯学習センター

佐
サ サ キ

々木　和
カズ

博
ヒロ

1970年6月24日生　血液型：B型

勤務先	 株式会社金太郎ホーム
	 代表取締役
所在地	〒262-0033  千葉市花見川区幕張本郷

1-2-22
TEL. 043-213-3220　FAX. 043-213-3221
URL　https://www.kintarou-houme.com
E-mail　k.sasaki@kintarou-home.com
職種	 建築業、不動産業、など
紹介者：阪本美香 臼井正一

２月お誕生祝いの竹口さんと阪本会長

　 今年の定時
総会は

6/6㈯です!!

過半数
42名以上で
迎えよう!!

18:00からの第
1部は

神谷俊一千葉
市長に

ご講演いただき
ます!!

卓話講師として新入会員の小松崎文嘉氏に市議会議

員として政治信条を語って頂きました。自ら「行動派宣

言」を示す「政策ジャーナル」を発行し市民の理解を得

る努力をしています。

その中から千葉市を発展させるには陸・海・空の輸

送インフラの強化と事業用地不足の解消、働き手の確保

など挙げていました。千葉には千葉港と成田空港などの

多様な物流拠点があり、海上輸送・航空輸送の複合輸送

の安さと速さを組み合わせる事が出来る良い条件を持ち

合わせているので、物流拠点として働く場所を提供すれ

ば働き手の確保にも繋げる事が出来ると話されました。

交差点や歩道の

整備・拡幅による

渋滞緩和と歩行者

の安全確保という

観点から、千葉市

役所からほど近い

千葉西警察付近に

検見川・真砂ＩＣを

作り渋滞緩和を目

指す。また千葉北

ICの慢性的な渋滞

解消のため、幅員

の拡張などを掲げていました。

また千葉公園を活かした街づくり、中層マンションに

エレベータを付け

る、コミュニティ

バスの誘致、メガ

ソ－ラの撤去、街

路樹の植え替え、

高齢者の投票率ア

ップなど多岐にわ

たりご講演を頂き

ました。

小松崎市議には

これからも市政

のため頑張って頂きたいと思います。

参加者は 会員 23名、ビジタ ー 2名、講師１名（会員）

合計 26名でした。

幽霊広報委員の私に、なんと編集後記の機会をいただきました。たいへんご無沙汰しております。実は、娘の小学
校のPTA活動に関わること７年間、会長も務めたりしていましたが、この春でようやくお役御免になりほっとして
います。やる前は、PTAなんか無くてもいいと思っていましたが、中に入って見てみると、無きゃ無いで困るなと、
認識が改まりました。そういうことって、わりとありますよね。	 森本哲郎広報副委員長

編
集
後
記

編
集
後
記

2月度夕食例会  令和８年２月18日㈭  ホテルグリーンタワー幕張

例会委員会報告

尾形文貴相談役


